
一
九
九
六
年
九
月
二
十
三
日
、
台
風
一
過
の
秋
晴
れ
、
彼
岸
の
中
日

で
あ
り
、
連
休
と
い
う
特
別
の
日
の
午
後
に
「
大
鳥
蘭
三
郎
先
生
を
偲

ぶ
会
」
が
慶
應
義
塾
大
学
病
院
新
棟
十
一
階
の
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。
日
本
医
史
学
会
と
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
の
共
催
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
大
鳥
先
生
が
大
好
き
だ
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
七
交
響
曲
の

流
れ
る
会
場
に
は
百
五
十
人
近
い
先
生
の
徳
を
慕
う
人
々
が
参
集
し
、

会
場
に
溢
れ
ん
ば
か
り
に
な
っ
た
・
司
会
は
私
大
村
敏
郎
が
担
当
し
た
。

慶
應
の
医
学
部
代
表
の
柳
田
純
一
教
授
（
大
鳥
先
生
が
深
く
愛
し
て
く

だ
さ
っ
た
医
学
部
弓
道
部
の
部
長
で
も
あ
る
）
の
開
会
の
挨
拶
、
蒲
原
宏
日

本
医
史
学
会
理
事
長
の
挨
拶
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
同
窓
会
「
三
四

会
」
の
伊
賀
六
一
会
長
の
挨
拶
と
続
き
、
大
鳥
先
生
の
御
経
歴
を
大
村

敏
郎
が
披
露
し
、
晩
年
か
ら
最
期
ま
で
主
治
医
だ
っ
た
目
黒
輝
雄
先
生

に
よ
る
経
過
報
告
、
そ
し
て
こ
こ
で
黙
祷
。

各
界
代
表
の
思
い
出
に
移
り
、
先
陣
を
切
っ
て
、
先
輩
で
も
あ
り
医

史
学
会
の
名
誉
会
員
で
あ
る
古
川
明
先
生
。
大
鳥
先
生
の
ラ
イ
フ
・
ワ

ー
ク
に
な
っ
た
研
究
の
場
で
あ
っ
た
日
蘭
交
流
史
研
究
会
代
表
の
金
井

圓
先
生
。
日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
の
酒
井
シ
ヅ
先
生
と
学
会
関
係
が

続
き
、
そ
の
あ
と
多
彩
な
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
話
に
移
っ
た
。
甲

：大烏
藺
三
郎
先
生
を
偲
ぶ
会
の
報
告

記

事
×
丙
坐
弱
坐
高
坐
嘉
必
黛
心
象
巡
求
肌

蘭
会
と
い
う
大
烏
先
生
を
中
心
に
し
た
会
の
代
表
片
桐
鎮
夫
先
生
、
慶

應
義
塾
全
塾
の
弓
術
部
Ｏ
Ｂ
会
「
弓
友
会
」
会
長
の
駒
木
銀
三
郎
様
、

医
学
部
弓
道
部
Ｏ
Ｂ
会
「
四
矢
会
」
代
表
の
武
正
建
一
教
授
（
杏
林
大
学
）

な
ど
。こ
こ
で
「
大
鳥
先
生
の
ア
ル
バ
ム
か
ら
」
と
い
う
ス
ラ
イ
ド
上
映
、

生
後
直
ぐ
の
可
愛
い
時
代
か
ら
経
時
的
に
約
五
十
枚
、
学
問
に
取
り
組

む
真
剣
な
顔
か
ら
皆
に
親
し
ま
れ
た
独
特
の
笑
顔
、
皆
と
楽
し
ん
だ

旅
・
飲
み
食
い
な
ど
映
像
を
通
じ
て
大
烏
先
生
を
偲
ん
で
頂
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
解
説
は
大
村
敏
郎
が
担
当
し
た
。

そ
し
て
、
御
遺
族
な
を
夫
人
の
謝
辞
。
宗
教
色
を
嫌
っ
て
、
無
宗
教

で
葬
儀
を
あ
げ
ら
れ
た
先
生
の
遺
志
を
つ
い
で
、
弓
道
部
の
学
生
た
ち

を
先
導
に
、
慶
應
義
塾
の
塾
歌
を
斉
唱
す
る
こ
と
に
し
た
。
閉
会
の
辞

は
弓
道
部
Ｏ
Ｂ
会
四
矢
会
副
会
長
の
渡
辺
隆
夫
先
生
が
締
め
括
っ
た
。

大
鳥
先
生
は
人
も
知
る
通
り
、
生
前
の
学
究
生
活
を
「
学
弓
」
生
活

と
置
き
換
え
て
も
良
い
く
ら
い
弓
を
愛
し
、
弓
道
部
と
共
に
歩
ん
で
く

だ
さ
っ
た
。
恩
返
し
に
弓
道
部
員
は
先
生
の
ご
葬
儀
か
ら
偲
ぶ
会
に
一

生
懸
命
力
を
注
ぎ
、
大
烏
先
生
の
遺
徳
を
讃
え
て
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ

た
人
々
に
感
銘
を
与
え
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

続
い
て
、
献
杯
の
会
が
同
じ
階
の
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
別
室
で
行
な
わ

れ
、
友
人
代
表
と
し
て
大
鳥
先
生
が
卒
業
後
直
ぐ
に
入
局
し
た
理
学
的

診
療
科
（
藤
浪
剛
一
教
授
）
の
同
門
で
後
輩
の
山
下
久
雄
名
誉
教
授
の
発

声
で
杯
を
あ
げ
、
大
鳥
先
生
の
思
い
出
に
浸
っ
た
。

な
お
、
会
場
に
飾
ら
れ
た
大
鳥
先
生
の
写
真
は
本
誌
の
追
悼
号
に
載

せ
た
と
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
オ
ラ
ン
エ
・
ナ
ッ
ソ
ウ
勲
章
受
賞
の
時
の
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も
の
を
使
い
、
ま
わ
り
は
白
い
花
に
包
ま
れ
、
一
角
の
紫
色
の
「
藺
」

が
く
っ
き
り
と
浮
か
ぶ
と
い
う
簡
素
だ
が
風
格
の
あ
る
先
生
ら
し
い
お

姿
で
こ
れ
も
注
目
を
浴
び
た
。

学
会
か
ら
多
く
の
方
々
が
、
中
に
は
遠
方
か
ら
お
越
し
頂
い
た
方
も

お
ら
れ
た
が
、
ご
協
力
下
さ
っ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
大
村
敏
郎
）

九
月
例
会
平
成
八
年
九
月
二
十
八
日
（
土
）

神
奈
川
県
医
師
会
館
一
階
ホ
ー
ル

（
神
奈
川
地
方
会
と
合
同
で
行
わ
れ
た
）

一
横
浜
軍
陣
病
院
の
介
抱
女
中
西
淳
朗

一
明
治
二
十
八
年
に
看
護
婦
が
著
し
た

伝
染
病
看
護
の
本
に
つ
い
て
平
尾
眞
知
子

一
ペ
ス
ト
残
影
そ
の
六

～
医
師
ア
ン
デ
ル
ナ
ッ
ハ
に
つ
い
て
滝
上
正

特
別
講
演
「
Ｐ
。
Ｆ
・
シ
ー
ボ
ル
ト
と
日
本
の
医
学
」
石
山
禎
一

十
月
例
会
平
成
八
年
十
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
三
階
会
議
室

一
『
大
同
類
聚
方
」
の
問
題
点
ｌ
同
撰
ｌ
に
つ
い
て
後
藤
志
朗

一
『
医
則
発
揮
」
の
著
者
河
津
省
庵
と
門
人
山
川
揚
庵
石
原
昂

一
疾
病
史
か
ら
見
た
「
傷
寒
論
」
中
村
昭

例
会
記
録

十
月
例
会
平
成
四
年
十
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
三
番
教
室

一
ミ
ラ
ノ
・
ラ
・
グ
ラ
ン
ダ
病
院
一
六
四
二
年
版

〃
規
則
“
に
就
い
て
西
大
條
文
一

一
わ
が
国
最
初
の
義
足
装
着
者
三
世
澤
村
田
之
助
と

義
足
製
作
者
松
本
喜
三
郎
坪
井
良
子

十
一
月
例
会
平
成
四
年
十
一
月
二
十
一
日
（
土
）

新
宿
野
村
ビ
ル
十
七
階
コ
ニ
カ
会
議
室

（
藤
浪
剛
一
先
生
五
十
年
祭
）

司
会
慶
應
義
塾
大
学
放
射
線
診
断
科
教
授
平
松
京
一

開
会
慶
應
義
塾
大
学
放
射
線
科
教
授
橋
本
省
三

挨
拶
日
本
医
史
学
会
理
事
長
蒲
原
宏

挨
拶
膿
應
義
塾
大
学
医
学
部
長
細
田
泰
弘

御
経
歴
紹
介
慶
應
義
塾
大
学
医
史
学
客
員
教
授
大
村
敏
郎

講
演一「
兄
・
藤
浪
鑑
先
生
の
こ
と
」日
本
医
史
学
会
理
事
岡
田
靖
雄

一
「
教
室
開
講
と
放
射
線
物
理
学
」

お
詫
び
と
追
加

編
集
委
員
会
の
不
手
際
に
よ
り
、
一
昨
年
及
び
昨
年
の
例
会
記
録
が

未
掲
載
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、

こ
こ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

652(154)


